
【福島県】

取組年度 平成９年度～平成２１年度

品目 きのこ

分野 新品種の開発

用途 食用（ナメコ）

内容と効果

開発品種　福島N３号、福島N４号（H２２．２．１０品種登録）

・ブナ原木不足に対応するため、比較的豊富にあるコナラ原木用
に開発された。
・コナラ原木で栽培できるため、従来からのナメコ産地であった会
津地域のみならず、阿武隈山系でも栽培が可能である。
・福島N３号（早生型）、福島N４号（晩生型）を併せて栽培すること
で発生期間の延長が図られ、安定した生産が得られる。

福島N4号発生状況

内容と効果

今後の課題
原木ナメコは集中して発生するため、生産者に対し、流通や加工
食品の開発等の情報提供が必要である。

実用化の有無
（財）福島県きのこ振興センターで種菌を増殖し、県内のナメコ生
産者に販売している。

問い合わせ先
福島県林業研究センター
　電話：０２４－９４５－２１６２
　FAX：０２４－９４５－２１４７

リンク
http://www.pref.fukushima.jp/keieishien/kenkyuukaihatu/hinsyu/namek
o/namekon3n4.htm
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